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感動をデザインに転換し、
精力的に創作を続ける

　「ガラスを通じて人の心を癒やした

い気持ちは、ずっとありますね」

　食器や茶器を中心に、オブジェや

アクセサリーなどのガラスデザイン

を手がけて 57 年。87 歳を迎えた

今もなお貪欲に、新作を発表し続け

ている。

　代々ガラスに関わる家系で、曾祖

父は明治期に官営の品川硝子製造所

で学んだ。祖父の工場で作ったガラ

スの器などに幼い頃から触れ「美し

さに惹かれていきました」。

　東京芸大卒業後、松下電器産業（パ

ナソニック）を経て、30 歳で保谷硝

子（現 HOYA）に入社した。クリス

タルガラス食器のデザインを主に担

当。世界トップクラスの製作環境は

魅力的だったが、個で勝負したい気

持ちが高まり、54 歳で独立した。

　使いやすさを追求したシンプルな

デザインで、表面にわずかな凹凸を

表現した淡雪小鉢は、光を通したと

きの影が美しい。小布施堂本店では、

コース料理のデザートの器として 32

年間、使われ続けていて「今でも発

注があるのは、嬉しいよね」。

　デザインの発想のため、常にアン

テナを張り、感動したことは心の引

き出しにしまうようにしている。

（毎月 10 日頃発行）

September
20209月号

が
判
明
し
た
東
京
都
の
女
性
（
肺

炎
の
疑
い
で
入
院
）
と
同
室
で
、

20
日
に
検
査
を
実
施
し
陰
性
だ
っ

た
が
、28
日
に
発
熱
。
60
代
男
性
は
、

8
月
上
旬
か
ら
同
病
院
に
入
院
し

28
日
に
発
熱
。
東
京
都
の
女
性
と

は
、
同
じ
階
の
個
室
に
入
院
し
て

い
た
。
同
病
院
は
県
を
通
じ
「
行

動
歴
に
申
告
漏
れ
が
あ
り
、
今
回

の
感
染
に
繋
が
っ
た
と
考
え
て
い

ガラス作家

河上 恭一郎 さん

る
」
と
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

　
一
部
の
町
民
か
ら
は
「
肺
炎
が

疑
わ
れ
る
東
京
都
か
ら
の
患
者
を
、

個
室
で
対
応
で
き
な
か
っ
た
の

か
」。「（
院
内
で
最
初
の
感
染
者
が

出
た
）
20
日
の
時
点
で
、
院
内
の

感
染
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
を
公
開

す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
」
と
、
対

応
を
疑
問
視
す
る
声
も
あ
が
る
。

　
同
病
院
は
外
来
診
療
を
当
面
の

間
、
予
約
の
患
者
の
み
に
縮
小
。

入
院
を
伴
う
手
術
も
、
全
て
延
期

し
た
。
汚
染
の
可
能
性
の
あ
る
病

棟
・
外
来
診
察
室
な
ど
は
職
員
に

よ
る
消
毒
が
完
了
し
、
消
毒
の
専

門
業
者
を
入
れ
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
る
。

　
9
月
4
日
ま
で
に
、
入
院
患
者

や
病
院
職
員
ら
2
0
3
人
の

P
C
R
検
査
を
実
施
し
、
す
べ
て

陰
性
だ
っ
た
こ
と
を
確
認
。
2
週

間
後
を
め
ど
に
、
再
度
検
査
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
通
常

運
営
に
戻
る
の
は
9
月
中
旬
以
降

に
な
る
見
込
み
だ
。
町
内
の
感
染

者
は
計
6
例
（
9
月
4
日
現
在
）

を
確
認
し
て
い
る
。

軽
井
沢
病
院
の
入
院
患
者
3
人
陽
性

県
内
初
の
院
内
感
染
か

 「大小関わらず、心が動いたことを

貯めておくと、デザインにぱっと結

びつくことがあるんです」

　ひとつの作品に思いをより投影で

きるよう、ガラスを成形するための

型も、昨年から自作している。

 「料理人とキャッチボールをしなが

ら一から作り上げたものを、お客さ

んに使ってもらえると嬉しいですね」

　35 年前、御代田町に別荘を建て、

2 年前に移住。軽井沢書店で「一坪

のガラス展・本を添えて」を、9 月

22 日まで開催している。これまでは

銀座・和光のホールなど、広いスペ

ースでの個展が中心で、一坪に満た

ない場所での展示は初めて。展示棚

の 1 ／ 3 サイズのミニチュアを自作

し、展示構成を考えた。

 「作るだけでなく、どう見せたらわ

かってもらえるか、そこまでセット

で考えないといけない」

　9 月から御代田町のふるさと納税

の返礼品に、河上さんの 19 作品が

加わる。「やりたいことを続けられて

いること」が、元気の秘訣。昨年亡

くなった妻の支えは大きく、「親友に

『今の河上があるのは、奥さんのお陰』

と言われたけど、本当にそう思う」

と目を細めた。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
夏
の
軽
井
沢
を
取

材
し
た
。
訪
問
客
の
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
お
盆
期
間
中
も
、
町
内
の
交

通
渋
滞
は
ほ
ぼ
な
し
。
旧
軽
井
沢

銀
座
の
出
張
店
の
女
性
店
主
に
よ

る
と
、
歩
い
て
い
る
人
は
い
つ
も

の
半
分
く
ら
い
。「
売
り
上
げ
は
2

割
以
下
。
観
光
客
も
落
ち
着
か
な

い
印
象
で
、
ゆ
っ
く
り
買
い
物
し

よ
う
と
い
う
雰
囲
気
が
な
い
」。

　
売
り
上
げ
減
の
影
響
を
受
け
、

旧
軽
井
沢
銀
座
の
老
舗
が
店
を
閉

め
る
話
も
出
始
め
て
い
る
。
軽
井

沢
銀
座
商
店
会
の
吉
田
博
会
長
は
、

「
明
日
は
我
が
身
。
こ
こ
に
し
か
な

い
魅
力
あ
る
店
舗
が
な
く
な
る
の

は
、
商
店
街
に
と
っ
て
も
痛
手
。

誰
か
任
せ
で
は
な
く
、
街
全
体
で

対
策
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
」

と
話
す
。

　
一
方
で
、
感
染
拡
大
が
続
く
都

心
な
ど
か
ら
、
軽
井
沢
に
セ
カ
ン

ド
ハ
ウ
ス
を
求
め
る
動
き
は
活
発

だ
。
不
動
産
売
買
・
仲
介
の
ラ
・

ブ
リ
ー
ズ
に
よ
る
と
、
7
〜
8
月

の
問
い
合
わ
せ
が
「
例
年
の
倍
く

ら
い
の
感
覚
」。
建
物
付
や
マ
ン
シ

ョ
ン
な
ど
、
す
ぐ
に
入
居
で
き
る

タ
イ
プ
を
求
め
る
方
が
圧
倒
的
に

多
い
と
言
い
、「
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

の
拠
点
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
」。
ま
た
、
住
宅
の
設

計
、
施
工
を
担
う
町
内
の
会
社
に

よ
る
と
、
今
ま
で
夏
し
か
来
て
い

な
か
っ
た
別
荘
客
が
冬
も
行
き
来

8
月
15
日
14
時
、
例
年
に
比
べ
歩
い
て
い
る
人
が

少
な
い
旧
軽
井
沢
銀
座
通
り
。

で
き
る
よ
う
、「
水
道
の
水
抜
き
が

い
ら
な
い
仕
様
に
変
え
た
い
相
談

が
目
立
つ
」
と
い
う
。

　
上
皇
ご
夫
妻
は
、
広
島
市
の
土

砂
災
害
で
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た

2
0
1
4
年
以
来
、
軽
井
沢
町
で

の
静
養
を
取
り
や
め
ら
れ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を
ふ
ま
え

た
と
み
ら
れ
る
。
ご
夫
妻
を
昨
年

も
ご
案
内
し
た
、
軽
井
沢
会
テ
ニ

ス
部
長
の
諸
戸
清
郎
さ
ん
は
「
お

二
人
に
と
っ
て
も
軽
井
沢
は
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
時
間
も
多
く
、
ゆ
っ

く
り
な
さ
れ
る
機
会
だ
っ
た
の
で
、

そ
う
い
う
意
味
で
も
残
念
で
す
ね
」

と
話
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
夏
、
不
動
産
、
建
築
は
好
調
も

厳
し
さ
続
く
観
光
産
業

　
長
野
県
は
9
月
2
日
、
町
立
国

保
軽
井
沢
病
院
に
入
院
中
の
患
者

2
人
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

保
健
・
疾
病
対
策
課
の
担
当
者
は

「
県
内
初
の
院
内
感
染
が
疑
わ
れ
る

事
例
」
と
話
し
た
。

　
感
染
し
た
の
は
、
軽
井
沢
町
の

80
代
女
性
と
東
御
市
の
60
代
男
性
。

80
代
女
性
は
、
8
月
20
日
に
感
染

新型
コロナ

8 月 3 日から、正面玄関にテントを張り、来院者全員
に検温を実施している軽井沢病院。


